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愛媛県看護連盟
松山市道後町2丁目11-14

 TEL（089）923-1595

発行責任者　吉田 昭枝

平成30年度
愛媛県看護連盟通常総会
ならびに特別講演会

と　き　平成30年6月17日（日）
　　　　10：00〜12：30

ところ　（公社）愛媛県看護協会
　　　　看護研修センター2階 大研修室

松山市道後町2丁目11-14
TEL089（923）1595（連盟事務局）

〜プログラム〜
	 9：30	 開場・受付
	 9：50	 オリエンテーション
10：00	 開　　会
	 物故会員への黙祷
	 あいさつ
	 　愛媛県看護連盟会長	 吉田　昭枝
	 　（公社）愛媛県看護協会会長	 大西満美子
	 来賓祝辞（来賓紹介）
	 祝電披露
10：30	 特別講演会
	 講　師：石田昌宏参議院議員

	 テーマ：「平成30年度診療・介護報酬改
定から看護・介護を考える」

10：50	 議長団選出
	 報告事項
	 1．通常総会報告
	 2．役員会報告
	 3．日本看護連盟関係会議報告
	 4．ブロック協議会会長会議報告
	 5．都道府県別会議報告
	 6．活動報告
	 7．支部報告
	 8．広報委員会報告
	 9．若手の会報告

10．平成29年度決算報告
11．平成29年度監査報告

12：00	 提出議題
	 1．平成30年度スローガン（案）について
	 2．平成30年度活動計画（案）について
	 3．平成30年度収支予算（案）について
	 4．役員改選（案）について
	 5．その他
	 綱領宣言
	 連盟の歌斉唱
12：30	 閉　　会

ご　挨　拶
会　長　吉田 昭枝

平成30年度春の叙勲
瑞宝単光章

矢野 糸枝様
� （元国立病院機構浜田医療センター看護部長）

受章おめでとうございます

　平成３０年度を迎えました。この元号
が使えるのも今年度限りですね。（正確
には３１年度も少しあります）節目の年
度となるような連盟活動を行ないたいと

思います。
　平成２９年度は、組織の充実・強化

の一環として、①ホームページのリニューアル、②「若手の会」
を「青年部」へと名称の変更を行ないました。
　今年度は、組織の充実・強化のためにリニューアルされたホー
ムページを十分機能させたいと思います。皆様ぜひご覧になりご
活用ください。
　また、「青年部」は、名称変更だけでなく活動もブラッシュアッ
プする予定です。新会員を迎え、新たな気持ちで連盟活動を会
員一同でやっていきましょう。「石田まさひろを応援する会」～
teamえひめ～の活動も継続中です。
　「現場の声を」を可視化し政策に繋げ解決していくことが重要
です。現場のことをよく理解している議員を国政の場に送ること
が大切です。～teamえひめ～のメンバーを中心に、会員一人ひ
とりの熱伝導で「石田まさひろを応援する会」への入会者を増
やしましょう。

＊　　　　　　＊　　　　　　＊

　４月２９日の松山市議会議員選挙において、松本久美子氏が
当選されました。皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。
今後松本さんは市議会議員として保健・医療・福祉に貢献して
下さることと思います。
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4月7日に
石田まさひろ参議院議員が
来県されました

松山市議会議員に立候補する松本くみこさんの応援をしてくださいました。
３回にわたって国政報告会を開催し、参加者はのべ２５０名でした。

平成３０年４月２９日に行われた松山市議会議員
選挙で松本久美子氏が当選されました。
今後ますますのご活躍を祈念いたします。

厚生労働委員会筆頭理事としての活動内容や、看護現場の全国行脚の様子など、『看護の力で日本を元気にする』行動力に
感銘を受けました。参加者の熱意に溢れた心と笑顔に包まれ、とても有意義な時間を過ごすことができました。

松本久美子様
松山市議会議員選挙
ご当選
おめでとうございます。
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平成30年度 愛媛県看護連盟活動計画（案）
１ 力 強 い 組 織 の 醸 成 2 成熟・自律した活動重点目標

目的 目　　　標 方　　　針 活　　　動

組
織
の
強
化
・
拡
大

１．愛媛県看護協会・連盟16
支部の連携と協働

１）愛媛県看護協会との情報の共有化と連携
２）連盟16支部との情報交流

◦看護協会とのミーティングを継続し、必要な情報を16支部に伝達する
◦定例役員会での活発な意見交換・情報の共有化を図る
◦16支部間での情報を共有化し協働する
◦連盟役員で看護協会理事から相互の情報を伝達する

２．会員数の増加

１）平成30年度中に会員数5500人、約100
人の増加
２）看護協会・看護連盟同時入会の促進	
３）退会者の防止
４）学生会員の確保

◦施設訪問を実施する　
◦看護教育機関への訪問を実施する
◦産休・育休者の退会を防止する
◦退職者の退会を防止する（他県に移住・他施設への移籍時）
◦特別会員を増加させる
◦若手会員が学生会員の確保を実施する（数値目標を出す）
◦OB会と賛助会員を整理して一本化する
◦協会会員率約57％を維持する

３．連盟活動の周知徹底
１）連盟活動のPR
２）活発な情報交換
３）自律した会員の育成

◦効果的・効率的で親しみやすい研修を企画・実施し、参加率を上げる
◦管理者および看護職向けの効果的な研修を企画し、非会員にも参加
を働きかける（12/4）

◦研修時にホームページへアクセスし、連盟を身近に感じるようにする
（目標数15,000）
◦会員の質的確保の為に施設訪問し、研修を行う
◦国会見学時動機付けを行い政治や連盟活動を周知する（青年部）

４．愛媛県看護連盟の効率的
運営

１）組織図の見直し、各役割の見直しと明文
化

◦組織図と各役割（若手・政策・広報・組織）を整理する
◦規約、細則とについて見直す（本部に準じて）

５．青年部組織の確立
１）青年部活動の充実　
２）青年部会員の自律と責任ある行動の樹立
３）青年部会員の活用促進

◦中・四国ブロックポリナビに10名参加する
◦新規入会者研修を年２回実施する（1回目は愛媛県、2回目は各ブロック）
◦他県の青年部を訪問し、活動内容を体験習得する
◦「えひめ地域リーダー塾」に参加者1名
◦日本看護協会、連盟を見学、懇談、国会見学を実施する

６．16支部組織の活動の強
化・促進

１）選挙における支部役員の役割の明確化と
徹底
２）支部役員・リーダーの意識強化
３）各支部会員のモチベーションの強化

◦支部役員の役割等を明文化し研修等を通して徹底する（本部が作成次第）
◦中・四国ブロック看護管理者・教育者セミナーへ参加、特に教育者を
必須とする

◦リーダー研修を計画的に実施する
◦賛助会員、特別会員の会を年１回実施する
◦基礎研修を各支部で徹底して実施する（基礎研修の新バージョン使用）

７．その他の組織との連携・
協働

１）愛媛県看護協会との連携
２）自民党愛媛県連との連携
３）日本精神科看護協会愛媛県支部との交流
の促進
４）愛媛助産師会との交流の促進
５）支援団体との交流の促進
６）看護系教育機関との交流促進

◦愛媛県看護協会総会・愛媛県看護連盟総会で相互に祝辞を述べる　
◦新看護協会長と連盟役員とで情報交換を行う
◦看護教育機関へ訪問し、看護連盟活動について広報活動を行なう

８．現場の課題への対応
１）現場の声活用推進委員会等の意見・提言
などの速やかな対応
２）研修時の現場の声を速やかに集約

◦研修時の現場の声を集約し定期的に本部に提供する（政策担当役員）
◦現場の声が活かされた内容を会員にフィードバックする

政
治
力
の
強
化

1．看護政策の実現
１）愛媛県看護連盟の政治力の強化
２）看護政策立案に向けて看護協会との連携
３）現場の声の把握

◦県議会・市議会の傍聴を実施する（市議会は支部が責任を持って実施）	
◦愛媛県看護協会総会へ積極的に参加する
◦現場の声・課題を常日頃より、意図的に収集する
◦看護職国会議員の政策を把握する

2．看護職国会議員の擁立と
支援

１）4人の看護職国会議員の確保
２）第25回参議院選挙に向けて候補予定者の
応援　　　

◦ホームページ等を活用して各議員の活動を周知する
◦「石田まさひろを応援する会」～ teamえひめ～での活動を実施する
（目標管理の実施）

３．看護を理解する国会議員
の確保と支援・地方議員の
支援　　　　　

１）愛媛県看議連の活動の促進
２）愛媛県選出の国会議員との連携強化
３）地方議員（県議・市議等）との連携強化

◦国会議員等のセミナーに役員、支部幹事長・幹事・若手役員等が参加
する

◦愛媛看議連の年１回の開催と国会議員・県会議員への情報提供を行う
◦看護を理解する県議・市議等へ現場の声を届ける

4．地方行政への影響力の強
化

１）地域の国会議員、地方議員への積極的活
動支援
２）地方議会、行政等との情報交流

◦愛媛県看護協会長と連携して看護政策に対する要望書を議員及び行
政へ提出する

◦地方議員との連携強化（県会議員・看護職市議会議員）

会
員
の
福
祉

１．災害への対応 １）災害発生地への支援 ◦規約に基づき対応する

２．福利厚生への対応 １）愛媛県看護連盟内規に基づく対応 ◦災害見舞い、物故者への弔慰、叙勲等受章者への対応をする

３．諸問題への対応 １）会員の安全の保証
◦選挙違反等防止のための教育と指導を徹底する
◦諸般の疑問・問題には、連盟本部と連絡を密にし速やかに対応する
◦団体傷害保険に加入する

※赤字：今年度特に重点的に取り組む活動

松本久美子様
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平成30年度予算（案）
収入の部

支出の部

科　　　　目 30年度予算（案） 29年度予算 対前年度予算増減 備　　　　考

会　　　費（正） 16,500,000 16,500,000 0 正会員5,500名

　　　 　（賛助） 100,000 100,000 0 賛助会員100口

助　 成　 金 15,500,000 15,000,000 500,000

研 修 会 参 加 費 100,000 100,000 0

預 金 利 子 10,000 10,000 0 銀行預金利子

雑　 収　 入 0

計 32,210,000 31,710,000 500,000

前 年 度 繰 越 38,706,759 38,091,408 615,351

収 入 合 計 70,916,759 69,801,408 1,115,351

科　　　　目 30年度予算（案） 29年度予算 対前年度予算増減 備　　　　考

会 議 諸 費　 計 14,000,000 14,000,000 0

総 会 費 1,000,000 1,000,000 0 年1回

役 員 会 費 7,000,000 7,000,000 0 県・支部役員会

リーダー会費 6,000,000 6,000,000 0 リーダー会青年部チームえひめ

事 業 費　 計 39,000,000 38,000,000 1,000,000

広 報 費 2,000,000 3,000,000 -1,000,000 年3回発行

組 織 対 策 費 28,000,000 27,000,000 1,000,000 出張旅費　活動費

教 育 費 3,000,000 3,000,000 0 研修会講師料、会場費

渉 外 費 2,000,000 2,000,000 0 慶弔費　他団体会費

支 部 助 成 金 4,000,000 3,000,000 1,000,000 支部活動助成金

運営維持費　計 14,760,000 14,760,000 0

人 件 費 9,500,000 9,500,000 0 事務職員給料手当

光 熱 水 費 260,000 260,000 0 電気水道使用料

備品・消耗品費 2,000,000 2,000,000 0 事務用品

事 務 所 費 3,000,000 3,000,000 0 賃貸料　通信費等

支 出 計 67,760,000 66,760,000 1,000,000

予 備 費 3,156,759 3,041,408 115,351

支 出 合 計 70,916,759 69,801,408 1,115,351

※内訳	 活動費助成金　研修助成金　事務局運営助成金　会員管理助成金　会費還元金　支部運営助成金
	 会議・研修会等出席交通費
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通常総会

決起大会

国政報告会

平成30年度 日本看護連盟通常総会代議員名簿

一般参加者

平成30年度 日本看護連盟通常総会

12：30～15：00

15：20～16：00

15：05～15：15

日時：平成30年6月5日（火）　　会場：ザ・プリンス パークタワー東京

№ 支　　部 役　職　名 氏      　   名 施　　設　　名

1 副 会 長 副会長 正　岡　美　恵 済生会今治第二病院

2 幹 事 長 県幹事長 巻　田　すみ子 和ホスピタル

3 新居浜１ 支部長 鎌　倉　文　子 十全総合病院

4 新居浜２ 支部長 曽　我　敏　子 小規模介護老人保健施設王子苑

5 西　　条 支部長 大　仲　道　子 済生会西条特別養護老人ホーム

6 今　　治 支部長 曽我部　恵　子 済生会今治病院

7 中　予１ 支部長 鋪　村　加代子 自　　宅

8 中　予２ 支部長 柏　　　美栄子 済生会松山病院

9 中　予４ 支部長 青　井　みどり 松山記念病院

10 中　予５ 支部長 亀　岡　玉　子 自　　宅

11 中　予６ 支部長 泉　　　恵美子 松山赤十字病院

12 中　予７ 支部長 西　岡　愛　弓 南高井病院

13 中　予８ 支部長 川　本　かよ子 松山市民病院

14 教　　育 支 部 長 矢　野　由紀子 河原医療大学校

15 南　予１ 支部長 福　本　節　子 自　　宅

16 南　予３ オブザーバー 兵　頭　厚　美 西予市民病院

17 監　　事 監　事 竹　田　喜久恵 北条病院

18 監　　事 監　事 永　江　　　隆 訪問看護ステーションべテル

19 今　　治 支部幹事長 児　島　有希子 済生会今治病院

20 中　予８ 後　藤　美　佳 おおぞら病院

21 南　予２ 伊　場　紀　子 大洲中央病院

22 南　予１ 支部幹事長 山　下　千　鶴 宇和島徳洲会病院

23 南　予１ 青年部代表 松　尾　　　良 市立宇和島病院

24 新居浜２ 青年部副代表 川　村　弘　明 住友別子病院

25 中　予８ 青年部副代表 冨　永　祐　子 松山市民病院

№ 支　　部 役　職　名 氏      　   名 施　　設　　名

1 中　予３ 支部幹事 高　橋　美　穂 松山ベテル病院

2 中　予４ 青年部中予副ブロック長 酒　井　　　翼 松山記念病院
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中予地区合同役員・リーダー会に参加して
松山赤十字病院　森　奈津恵

東予地区新規入会者フォローアップ研修に参加して
済生会西条病院　三好穂乃香

　２月３日中予地区合
同役員・リーダー会に
参加させていただきま
した。愛媛県看護連盟
前中予第２支部長松本
久美子先生から「支部
長として取り組んでき
た連盟活動〜ベッドサ
イドから政治を変える
ため一歩を踏み出そう

〜」について講義がありました。全ての会員と情報
共有ができるように考えられた支部内のグループ分
けの工夫について教えていただきました。
　その後「地方政界に看護職代表を送るため役員・
リーダーとして今できること」についてグループワー
クを行いました。違う支部のメンバーでグループ構
成されていたため他施設の現状、活動内容を知る良

　今回、この研修に参加し、看護連盟の方々がどの
ような活動をしているのか、看護に関する政策につ
いて学ぶことができました。夏に行われた石田まさ
ひろさんの講演やグループワークにも参加させてい
ただいたことがありましたが、政治の政策に対して
少し理解が難しいところがありました。しかし、今
回の研修で「職場をより働きやすくするためにどの
ようにしたら良いか」といったテーマでグループワー
クが行われ、政治に関わる人たちの活動を理解する

い機会となりました。身近な活動として参加しやす
い雰囲気・環境作りが大切で、どのような声かけ、
働きかけ方があるかを学びました。
　会員が連盟活動に関心を持って、活動できるよう
な今回の学びを活かしたいと思います。

ことができました。
　今、若者の政治離れが問題となっている中、改善
したいと考案した政策も私たちが投票に参加しなけ
れば改善していくことが困難になるため、私たち1票
の大切さを痛感しました。このような研修に参加す
ることで他施設での看護の現状を知り、お互いの考
え方を共有し刺激し合うことができ、有意義な研修
となりました。

平成30年2月3日（土）　10：00～12：00　看護研修センター

平成30年2月24日（土）　10：00～12：00　西条商工会議所
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中予地区新規入会者フォローアップ研修に参加して
おおぞら病院　松岡　正訓

南予地区新規入会者フォローアップ研修に参加して
市立大洲病院　菊池　正美

　今回の研修では、看護連盟の活動の説明だけでな
く、新規入会者の人たちと交流がありました。グルー
プワークでは、看護師として働きやすい環境を作る
ためにはどうするか、国政へ仲間の議員を送り込む
にはどうすればいいのかを検討しました。複数のグ
ループに分かれて議論し、発表する中で自分の考え
もしなかった案があり、また先輩方からのより良い

　看護師として働き始めて、もうすぐ１年が経とう
としています。入職したばかりの頃は早く仕事の流
れになじもうと必死でしたが、今は１人の看護師と
して患者様に寄り添う看護、より患者様のためにな
る看護を目指して、日々奮闘しています。しかし現
場での悩みは多く、夜勤の負担や残務など、業務量
が多く、患者様の声に耳を傾ける時間が少ないなど、
たくさんの問題があります。

看護を行うための活動への熱意を感じ、楽しく連盟
の活動について学べました。
		時代に合った看護を患者様に提供するためには、
看護職の代表議員の努力により看護関係の法律や労
働条件の改善などが必要です。そのために代表の
方々を応援し、政治に目を向け自分にできることか
ら始めようと考えました。

　この自分たちで解決できない問題を変えていくた
めには、法律を変える必要があると、看護の代表を
国政に送る理由を理解することができました。
　今回は、２月２４日に行われた南予の新規入職者
研修のため、グループワークでも打ち解けやすく、
リラックスして研修に臨むことができました。あり
がとうございました。

平成30年2月24日（土）　10：00～12：00　宇和パークホテル

平成30年3月24日（土）　10：00～12：00　看護研修センター
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編集
後記

広報委員も８名から９名に増え、４月１日よりホームページをリニューアルしました。
松山市議会議員選挙で集めたパワーを強固にし、新たなメンバーで情報発信を頑張っていきたいと
思います。

平成30年度愛媛県看護連盟通常総会委任状の提出について
総会は愛媛県看護連盟規約第22条により、会員の半数の出席により成立いたします。
やむを得ない事情で総会に出席できない方は、委任状に必要事項を記入の上、施設でとり
まとめ6月６日（水）までに連盟事務局あてご提出ください。

お願い

４月２日から愛媛県看護連盟のホームページをリニューアルしました。

情報発信をしていきますのでご覧ください。

ＵＲＬ http://www.ehimekangoren.jp/

会員の皆さまに看護連盟に対する

第２回目の意識調査をいたします。

７月にホームページ上で行います。

回答に対してはIDとパスワードの入力が必要です。

入力してアンケートページにお進みください。

ID：ehime　パスワード：aihime

アンケート調査のお知らせ

　若手の会は、このたび「青年部」として生まれかわりました。

私たちは愛媛県看護連盟の運営方針「３S」を常に意識し、

それに貢献できるよう一丸となって取り組んでまいります。

皆さまどうぞよろしくお願いいたします。

青年部代表就任ごあいさつ

市立宇和島病院

松尾　良

ホームページリニューアルのお知らせ

若葉
リレー

看護連盟入会のご案内
看護連盟の目的

看護連盟の活動

年　会　費

看護協会の目的達成のために必要な政治活動を行い、あわせて国民の健康と
福祉の向上に寄与することを目的とする。

看護職の政治力強化に関する活動

看護職組織代表の国政進出と支援に関する活動

8,000円
（内訳　日本看護連盟：5,000円　愛媛県看護連盟：3,000円）

一人の会員が連盟を知らない一人を誘って会員の輪をひろげ、明るく楽しい活動をすすめましょう


